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在宅高齢者のセルフケア能力，主観的幸福感，及び生きがい
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は じ め に

わが国は，急速な出生率の低下と高齢化が進行
し，超高齢化社会になることが予測され，病気や介
護の負担が極めて大きな社会問題となりつつある．
高齢者の地域ケアは，高齢化が進む中で非常に重要
な課題である．国民健康づくり運動「健康日本��」
では，�	�	年度を目指して，健康寿命の延伸に向け
た生活習慣改善への提言や健康診断受診率向上等の
具体的な目標を掲示している．また，高齢者保健福

祉対策の充実については，「今後 
ヵ年間の高齢者
保健福祉施策の方向」（ゴールドプラン��）が策定
され，平成��年度から施行されている．ゴールドプ
ラン��の基本的な目標の �つに，「できる限り多く
の高齢者が健康で生きがいを持って社会参加できる
よう，活力ある高齢者像を構築すること」が掲げら
れている��．このプランの実現のために，各自治体
においては民間活力を導入した介護予防事業に重点
が置かれ，様々な施策への取り組みが始まりつつあ

る．また，生きがい対策という名称で有料施設の無
料化や健康講座，趣味の教室，レクリェーション等
のサービスが行われているが，さらに今後，地域特
性にマッチした生きがい対策としてどのような内容
のプログラムが必要とされているかの検討が求めら
れている．このような活動の中で高齢者が自分の望
む生活を実現していくことへの支援策が検討される
ためには，主人公である高齢者の実態が充分把握さ
れていることが最も重要な基礎であると考えられる．

地域看護活動の展開は個別性の高いものを提供する
ことが必要かつ重要であるため，対象とする地域で
生活する高齢者の実態を把握することは充分意義の
あることと考えられる．また，在宅高齢者の生きが
いに関する報告は極めて少ない．
今回，地域で暮らす高齢者のセルフケア能力，主

観的幸福感，生きがいの有無についての調査をし，こ
れらの関連性を検討した．さらに，これらに社会的
要因，性別，年齢が及ぼす影響についても検討した．

方 法

�．調査の対象と方法

�県 �町に住む�
歳以上の在宅高齢者を対象とし
た．対象者は，最初に複数の情報提供者（生活相談
を受けている人で，地域の情報を良く把握している
人）を選び，その人の紹介でコミュニケーション能
力に問題のない人で，かつ調査の主旨に同意を得ら
れた人に研究者本人が家庭訪問を行い半構成的面接
法で調査した．�		人で打ち切った．

�．調査時期

平成�
年 �月中に実施した．
�．調査内容

調査内容は，属性に関するものとして性別，年齢，
家族構成，仕事の有無，結婚について調査した．日
常生活の自立度をみるために，セルフケア能力につ
いて調査した．セルフケア能力に関するものとして，
矢野��の使用した ������らの身体的セルフケア尺
度の �項目，すなわち「トイレ」，「食事」，「更衣」，

「整容」，「歩行」，「入浴」の自立度レベルを調査し
た．各項目が自立していれば �点，自立していなけ
れば 	点であり， �項目全てが自立していれば �点
満点となる．また，老年期を幸せに，いかに充実し
て過ごすかをとらえるために主観的幸福感について
調査した．主観的幸福感の評価尺度として，���モ
ラール・スケール（������������ ��������� ������
 ����� �����）を使用した．���モラール・スケー
ルは ������らが開発したスケール表のうち，日米

共同研究で因子分析した結果，�国間で共通である
とされた��項目を使用した ��．項目ごとに主観的幸
福感に肯定的な回答が選ばれた場合に �点，その他
を 	点として合計得点を算出し，得点が高いほど幸
福感が高いと評価した．なお満点は��点となる．生
きがいについては，広辞苑には「生きるはりあい．
生きていてよかったと思えること」と解釈されてい
る．在宅の高齢者が何を生きるはりあいとしている
のか，また「生きがい」についてどのような考えを
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表 � �町の��歳以上の高齢者と調査対象者の年齢と性別構成

抱いているのかをとらえるために，口頭で「今，生

きがいがありますか」と質問を行い自由に答えても
らった．「ある」と答えた場合は，その内容を記述し
分類した．
�．倫理的配慮

家庭訪問時に，研究の目的，プライバシーの擁護
には十分配慮することを口頭にて説明し，了解を得
た後に面接調査を行った．回答については，本人に
十分確認を取り記載した．
�．データ分析方法

統計検定は �!�（�!� インスティテュートジャ
パン社 ������	）及び ����を使用した．対象者の
各属性，生きがいの有無については �� 検定を用い
た．対象者の属性とセルフケア得点及び ���得点
の平均値の差の検定には，対応のない �検定を用い
た．なお，分散が等しくない場合は，�����の方法
を用いた．有意水準を 
 "とした．

結果及び考察

�．対象者と属性

調査対象とした �町の�
歳以上の人口と，今回調
査した対象者の年齢構成を表 �に示した．�
歳�#�
歳を前期高齢者，#
歳以上を後期高齢者として分類し
た．平成��年��月末の �町全体の人口は，�
$	
�人
でありそのうち�
歳以上の人口は，�$���人（���	"）
であった．�町の前期高齢者の男性の占める割合
���%"に比べ，調査対象者は前期高齢者の男性が
�#�
"と若干少なく，前期高齢者の女性は����"と
�町の前期高齢者の女性

��"に比べ若干多かった
が検定の結果有意差はなく，調査対象数としてほぼ

妥当なものであると判断した．調査対象者の�
歳以
上の人は男性 
人，女性 
人の�	人であり，最高年
齢は%�歳であった．対象者の属性を表 �に示した．
�．セルフケア能力

セルフケア尺度の得点を見ると，��人（��"）が満
点（ �点）のセルフケア能力を保持していた．	点
は �人であり脳出血で全介助を要する人であった．

表 � 調査対象者の属性 　（�����）

項目別にセルフケア能力をみると，トイレの自立が
%�"，次いで食事%#"，更衣%�"，整容%�"，入浴
%�"，歩行��"の順であった．ほとんどの項目で自
立度が高い結果であったが，その中で歩行の自立度
が低かった．「老化は足から」といわれるように足

腰の衰えはセルフケア能力を低下させる重要な要因
である．そのためには，高齢者の筋力を維持してい
くトレーニング等の施策の充実が望まれる．
表 �は，対象者の各属性及び生きがいの有無別に

セルフケア平均得点及び ���平均点を比較したも
のである．仕事のある人はセルフケア得点が有意に
高かった（ � & ����，�' & ��，��	�	�）．�県シル
バー人材センターに登録している �町の�
歳以上の
会員の医療状況調査表��の結果によると，会員と会

員外の人の医療費を比較した場合，会員は一人当た
り年間医療費が有意に低いことが報告されている．
同センターでは，どんな小さな労働でも仕事をもつ
ことが健康は勿論，生きがい対策にもつながるとの
見解から更なる事業の拡大に努めている．また配偶
者の有無でセルフケア能力をみると，配偶者のあ
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表 	 調査対象者の属性とセルフケア平均得点，
��平均値，生きがいの有無

る人に高い傾向（��	��）がみられた．前田ら ��の
研究でも配偶者の有無が !(�（����)����* �' ����+
��)��,）に有意の影響を及ぼすことがあると述べら
れている．
しかし，前期高齢者と後期高齢者の間にセルフケ
ア能力についての有意差は認められなかった．この

ことは�	"以上の人がセルフケア能力を維持してい
たことと関連があると考えられた．今回の家庭訪問
でも，実際に元気でエネルギーに満ちた高齢者に出
会うことが多かった．太湯ら ��も，在宅の後期高齢
者の#	"以上が元気だと報告している．
�．���モラール・スケールを用いた主観的幸福感

���モラール・スケールで満点の��点を得たの
は�
人（�
"）であり，	点の回答をした人は �人
であった．そのうちの一人は��歳で結婚し人生に面

白いことは何も無いと答え，骨粗しょう症であった．
他の一人は難聴であり，もう一人は神経痛で痛みが
あった．�人あたりの得点数の内訳をみると，満点
（��点）だった�
人は男性 �人（����"），女性�#人
（�#�	"）であり，前期高齢者��人（����"），後期
高齢者��人（�#��"）であった．表 �に示すように，
���モラール得点は後期高齢者が前期高齢者に比
べ有意に高く（ � &���
	，�' & #���，��	�	
），
また女性が男性に比べ高い傾向にあった（��	��）．
調査対象とした�		人の高齢者の主観的幸福感は後

期高齢者に高く，女性に高い傾向が認められた．
モラール・スケールに示された各項目別に，性差

や年齢で主観的幸福感を検討した結果を表 �に示
した．さらに ���モラール・スケールの��項目を
「生活条件についての不満・満足感」，「自分の老いに
ついての態度」，「心理的動揺」の �つのカテゴリー
に分類し，各質問項目に対し主観的幸福感に肯定的
な回答が得られた率（以下，肯定率と表す）を示し
た．「老い」のカテゴリーに関する肯定率が �番低

く，その中でも「年をとって前よりも役に立たなく
なった」の質問に対し「いいえ」と答えた人，すなわ

ち「前と同じく役に立っている」と思っている人の
割合は，全体で
%"であり最も低かった．性別でも
男性
%�
"，女性
��#"であり��項目中最も肯定率
が低い項目であった．さらに年齢別にみると後期高
齢者は前期高齢者に比べ役に立っていると思ってい
る人が有意に少なかった．同じく「老い」のカテゴ

リーに入る「悲しいことがたくさんあると感じます
か」の質問に対して「いいえ」と答えた人が前期高
齢者%	�%"，後期高齢者#���"であり，後期高齢者
に悲しいことが多くあると感じているひとが有意に
多かった．また，「自分の人生は年をとるに従って，
だんだん悪くなっていくと感じますか」の質問に，
「いいえ」と答えた人が男性���#"，女性�
�
"であ
り男性の方が女性に比べ「人生が悪くなっている」
と思っている人が有意に多い結果であった．これら

のことは加齢による体力の減少や，日常生活の中で
家庭や社会での役割を失うことを強く意識している
結果と推察された．「心理的動揺」についてのカテ
ゴリーでは女性より男性の方に肯定率が高く，その
中の質問項目である「心配だったり，気になったり
して眠れないことがある」に「いいえ」と答えた人
が男性は%���"，女性は#���"であり女性の方に心
理的に動揺しやすい人が有意に多いという結果で
あった．最も肯定率が高かったカテゴリーは「不満」
であり，その中でも「生きていても仕方が無いと思

うことがあるか」に「いいえ」と答えた人は全体で
�#"であり，特に前期高齢者では%���"の人が「い
いえ」と答え後期高齢者と比べ有意に高く，人生に
対して前向きな姿勢がうかがわれた．
���モラール・スケールを �人あたりの総合得

点で見た場合は，主観的幸福感は後期高齢者に有意
に高く，女性に高い傾向がみられた．しかしながら，
���モラール・スケールの全項目を各項目別に得
られた点数で比較した場合，「年をとって前よりも役

に立たなくなったと思っている」，「生きていても仕
方ないと思うことがある」，「悲しいことがたくさん
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表 
 
��モラール項目別肯定率の性別，年齢別比較

ある」の質問項目において，人生に対して肯定的な
回答をした人は前期高齢者に有意に高い結果となっ
た．このように異なる結果が得られたことは，調査
集団の背景に何らかの特性があることが考えられた．
今回の面接では，後期高齢者の女性で「若い頃は貧
しかった」「生活が苦しかった」「今は幸せ」といっ

た意見が聞かれ，特に調査対象者の�
歳以上の女性
全員（ 
人）は ���モラール得点が高く（満点の
��点が �人，�	点が �人）極めて主観的幸福感が高
かった．�	歳��	歳代で戦争を体験して貧しい時代
を生きてきた時代的背景や生活歴及び地域特性が関
与している結果と推察された．
先行研究では，主観的幸福感に !(�が関連して

いるという報告は多い����．今回の調査でも，セルフ
ケア得点が満点（ �点）の��人と 	� 
点の�%人の

���得点を比較した結果，�点の人の ���モラー
ル得点の平均値は��
�，標準偏差�����であったのに
対し 	� 
点の人は平均値��
�，標準偏差����#とな
り，セルフケア得点が高い人は ���モラール得点
も有意に高かった（ � & ����，�' & %�，��	�	
）．
しかしながら，���モラール得点が満点の��点で
あったが歩行が不自由なためセルフケア得点が 

点である��歳の女性は，手押し車に頼りながら歩行
し，家々の草引きを�$			円で引き受け這いながら
仕事をしていた．時には道路やお宮の草引きをボラ

ンティアで行うことを誇りに思っていた．他の%	歳
の女性は，モラール得点は満点の��点であり，セル

フケア得点は歩行が不自由な上に入浴に介助を要す
るため �点であったが，毎日食事の準備として飯台
を拭くことを自分の仕事としていた．身体的セルフ
ケア能力は低くても，どんなに小さくても役割を持
つことが主観的幸福感につながることの事例が観察
されたので，今後更にセルフケア能力の低いレベル

の対象者に関する調査の必要性が指摘された．
�．生きがいの有無

生きがいについての調査では，「ある」と答えた人
は##人（##"），「ない」と答えた人は��人（��"）で
あった．生きがいの内容については表 
に示した．
最も多かった項目は「趣味をおこなうこと」であり
����"，次いで「孫の成長」����"，「好きな仕事を
すること」����"，「健康」�%��"，「ボランティア，
地域社会活動をすること」����"の順であった．「配

偶者の介護」も �人（���"）が生きがいであると答
えていた．セルフケア能力と生きがいの有無には有
意な関連は見られなかったが， ���モラール得点
を生きがいの有無で比較した結果では有意差が見ら
れた（表 �）．すなわち生きがいがある人は主観的幸
福感が有意に高かった．一人暮らし老人を対象とし
た大野ら 	�の研究でも，生きがいを持っている人が
#割近くおり，主観的幸福感との有意な相関があっ
たと述べている．また表 �に示したように，前期高
齢者と後期高齢者で生きがいの有無を比較した場

合，前期高齢者の方に生きがいを持っている人が有
意に多かった．さらに配偶者のある人とない人で比
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表 � 生きがいの内容

較した場合では，生きがいを持っている割合は配偶
者のある人に有意に多い結果であった．しかしなが
ら ���モラール得点が高く，具体的に意欲を持っ

て何かをしているにもかかわらず，生きがいに対し
てないと答え，「そんなことは考えたこともない」と
いう回答もあった．その中の �人は%
歳の男性で今
も木工の仕事を行い，ゲートボールを楽しんでおり，
���モラール得点は満点の��点であった．他の �
人は#�歳の女性で洋裁の仕事をしていて，���モ
ラール得点は�	点であった．またないと答えた人で
も面接時に話をしていく中で毎日，日記をつけるこ
とを目標にしており，それが自分の生きがいだと気

づいた事例もあった．高齢者は改めて「生きがいは」
と聞かれると「ない」と答える場合もあるのではな
いかと推察され，「生きがい」があるかないかとい
う直接的な問いかけの調査方法から高齢者の内面が
十分に表現できるものではないという問題点が明ら
かにされた．このような高齢者の状況に応じた調査
票の開発の必要性が示唆された．先行研究では，主
観的幸福感の研究結果は年齢によって差があるとか
ないとか等必ずしも一定ではなく
����，生きがいに

ついては対象者の年齢や質問内容について様々であ
る������．今後，さらに対象とする集団の特性や調
査数，地域特性，また調査項目の具体的な検討の必
要があると思われた．

ま と め

地域で暮らす高齢者の生きがいや主観的幸福感，
セルフケア能力について関連要因を検討するために
�県 �町の在宅高齢者�		人を対象として訪問調査

を行った．その結果，以下のことが明らかになった．
�� セルフケア能力は，職業をもっている人で有
意に高く，配偶者のある人に高い傾向が認め
られた．

�� セルフケア能力の高い人は，主観的幸福感も
有意に高かった．

�� 主観的幸福感は，後期高齢者で有意に高く，
女性に高い傾向が認められた．
���モラール・スケールの質問項目別にみ

ると，老い関する態度としては男性の肯定率
が低く心理的動揺は女性に多くみられ，生活
条件の不満は後期高齢者に多かった．

�� 生きがいを持っている人は主観的幸福感が有
意に高く，生きがいを持っている人の割合は
前期高齢者と配偶者のある人に多かった．

本研究をまとめるにあたり，調査にご協力いただきまし

た �町の高齢者の皆様及びご協力くださいました関係の皆

様に深く感謝いたします．
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